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選者紹介 

青山 美智子（あおやま みちこ） 

1970年生まれ、愛知県出身。横浜市在住。大学卒業後、シドニーの日系新聞社で記者
として勤務。２年間のオーストラリア生活ののち上京。出版社で雑誌編集者を経て執筆
活動に入る。第28回パレットノベル大賞佳作受賞。デビュー作『木曜日にはココアを』が
第１回宮崎本大賞を受賞。『お探し物は図書室まで』が2021年本屋大賞２位を獲得。他
の著書に「猫のお告げは樹の下で」「鎌倉うずまき案内所」「月曜日の抹茶カフェ」など。 

選者紹介 

天祢 涼（あまね りょう） 

1978年生まれ。『キョウカンカク』で第43回メフィスト賞を受賞してデビュー。『葬式組曲』が
「本格ミステリ・ベスト10」2013年版で第7位、第13回本格ミステリ大賞の候補に。『あの子の
殺人計画』が「ミステリが読みたい！ ベスト10」2021年版で第7位など、年末のミステリーラン
キングに続々ランクイン、高い評価を受ける。ほかの著作に『希望が死んだ夜に』『彼女が花
を咲かすとき』『Ghostぼくの初恋が消えるまで』や『境内ではお静かに』シリーズなど多数。 
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秋田県生まれ。 

はじめて書いた絵本『ちいさなボタン、プッチ』が、小学館主催第13回おひさま大賞の童
話部門最優秀賞を受賞。それをきっかけに創作をはじめる。近著に『逝ってしまった君
へ』（小学館）、『アニマルバスシリーズ』（ポプラ社）、『ねがいごと』（学研）、『まめざら
ちゃん』（白泉社）など。また、浅野真澄名義で声優としても活躍、多数の出演作をもつ。 

選者紹介 

あさの ますみ 
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10月19日生まれ。A型。まんが賞の受賞歴一切なしにして、超（スー
パー）増刊で『海の勇者ライフセイバーズ』を連載。『ハヤテのごとく！』で
本誌初連載を果たす。2004～2017年 週刊少年サンデーにて『ハヤテ
のごとく！』を連載。2018年12号より週刊少年サンデーにて『トニカクカワ
イイ』を連載！  

選者紹介 

畑 健二郎（はた けんじろう） 



選者紹介 

新井 紀子（あらい のりこ） 

国立情報学研究所 社会共有知研究センター センター長・教授  一般社団法人 教育のための科学研究所代表理事・所
長 

 東京都出身。一橋 大学法学部、米イ リ ノイ大学 数学科卒業。イリ ノイ 大院を 経て、東京工業大学 博士（理学）。 
専 門 は 数 理 論 理 学。2011 年 か ら 人 工 知 能（Ａ Ｉ）プ ロ ジ ェ ク ト「ロ ボ ッ ト は 東 大 に 入 れ る か」を 主 導。 
2016年からは読解力を診断する「リーディングスキルテスト」を開発。 研究者情報システムresearchmapの研究開発も担う。 
 『AI vs. 教科書が読めない子どもたち』、『ＡＩに負けない子どもを育てる』など著書多数。  
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選者紹介 

安藤 広大（あんどう こうだい） 

株式会社識学 代表取締役社長。 

1979年、大阪府生まれ。早稲田大学卒業後、NTTドコモなどを経て、2013年に「識学」という考え方
に出会い独立。識学講師として、数々の企業の業績アップに貢献。2015年、株式会社識学を設立。
人と会社を成長させるマネジメント方法として、口コミで広がる。2019年、創業からわずか3年11ヶ月
でマザーズ上場を果たす。2021年8月現在で約2000社以上の導入実績があり、注目を集めている。 
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東京造形大学教授（西洋美術史・文化史）。1967年広島県生まれ。東京藝術大学
卒・同大学院修士課程修了。著書に、『西洋美術史入門』『同＜実践編＞』『死と復
活』（いずれも筑摩書房）、『レオナルド・ダ・ヴィンチ生涯と芸術のすべて』（第四回
フォスコ・マライーニ賞、筑摩書房）、『神のごときミケランジェロ』（新潮社）、『イタリ
ア24の都市の物語』（光文社）など。日本文藝家協会会員。 

選者紹介 

池上 英洋（いけがみ ひでひろ） 
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絵本作家 

武蔵野美術大学卒業。イラストレーター、ペーパーわんこ作家を経て、ボローニャ国際絵本原画
展入選を機に絵本作家になる。ユニークな発想と豊かな色彩の造形で、芸術性とポピュラリティ
の高い絵本を制作している。『どうぶついろいろかくれんぼ』（シリーズ250万部）『おめんです』（積
文館G絵本大賞）『たまごのえほん』（日本書籍出版協会理事長賞）などロングセラーを出版。海外
でも翻訳版を数多く出版。講演会やワークショップも行なっている。 

選者紹介 

いしかわ こうじ 
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1984年、東京都生まれ。ノンフィクションライター。立命館大学法学部卒業後、2006年に毎日新聞社に
入社し、2016年にBuzzFeed Japanに移籍。2018年に独立してフリーランスのライターに。2020年に「ニ 
ューズウィーク日本版」の特集「百田尚樹現象」で「第26回編集者が選ぶ雑誌ジャーナリズム賞作品
賞」、 2021年に「文藝春秋」掲載のレポートで「PEPジャ ーナリズム大賞」を受賞。週刊誌から文芸誌、イ
ンタ ーネットまで多彩なメディアへの寄稿に加え、フジテレビ、朝日放送などへのテレビ出演と幅広く活
躍中。著書に、『リスクと生きる、死者と生きる』（亜紀書房）、『ルポ 百田尚樹現象 愛国ポピュリズム
の現在地』（小学館）。  

選者紹介 

石戸 諭（いしど さとる） 
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1968年静岡県生まれ。岡山大学大学院修了後、農林水産省、静岡県農林技術研究所
等を経て、現在、静岡大学農学部教授。農学博士。専門は雑草生態学。130冊の著書が
ある。主著に「弱者の戦略（新潮新書）」「雑草という戦略（日本実業出版社）」「38億年の
生命史に学ぶ生存戦略（PHP研究所）」「生物に学ぶ ガラパゴス・イノベーション（東京書
籍）」等がある。2017年から2021年まで入試に使われた著者1位にランクインされてい
る。  

選者紹介 

稲垣 栄洋（いながき ひでひろ） 
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1979 年、熊本県生まれ。医師。東京大学医学部付属病院循環器内科助教を経て、
2020年4月より軽井沢病院総合診療科医長、信州大学社会基盤研究所特任准教
授、東京大学先端科学技術研究センター客員研究員、東北芸術工科大学客員教授
に就任。著書に『いのちを呼びさますもの』『いのちはのちのいのちへ』（アノニマ・スタ
ジオ）、『ころころするからだ』（春秋社）、『からだとこころの健康学』（NHK出版）など。 

選者紹介 

稲葉 俊郎（いなば としろう） 
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1964年長野県生まれ。作家。87年『ミカドの肖像』で大宅壮一ノンフィクション賞、96年『日本
国の研究』で文藝春秋読者賞受賞。東京大学客員教授、東京工業大学特任教授を歴任。
2002年、小泉首相より道路公団民営化委員に任命される。07年、東京都副知事に任命され
る。12年、東京都知事に就任。13年、辞任。主な著書に『天皇の影法師』『黒船の世紀』『民
警』『救出』のほか『日本の近代 猪瀬直樹著作集』がある。近著に『日本国・不安の研究』『公
〈おおやけ〉 日本国・意思決定のマネジメントを問う』『カーボンニュートラル革命』など。 

選者紹介 

猪瀬 直樹（いのせ なおき） 
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心理学博士。１９５５年東京生まれ。東京大学教育心理学科卒。東芝市場調査課勤務の
後、東京都立大学大学院心理学専攻博士課程中退。川村短期大学講師、カリフォルニ
ア大学客員研究員、大阪大学大学院助教授等を経て、現在ＭＰ人間科学研究所代表 。 

著書に「伸びる子どもは○○がすごい 」「読書をする子は○○がすごい」 「ビジネス心理
学大全 」（いずれも日経BP） 

選者紹介 

榎本 博明（えのもと ひろあき） 
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「伝説の家庭教師」と呼ばれるエグゼクティブ・スピーチコーチ&コミュニケーション・スト
ラテジスト。これまでに1000人を超える社長、企業幹部に、「秘伝のコミュニケーションノ
ウハウ」を伝授。その「劇的な話し方の改善ぶり」と実績から「伝説の家庭教師」と呼ば
れ、好評を博している。株式会社グローコム代表取締役社長。早稲田大学政治経済学
部政治学科卒業。英ケンブリッジ大学国際関係学修士。米MIT比較メディア学元客員研
究員 

選者紹介 

岡本 純子（おかもと じゅんこ） 
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1995年東京生まれ。「図解総研」理事。明治大学経営学部会計学科卒。経営コンサル
ティング企業を経てフリーランスとなり、現職。ビジネス書・教養書などを図解したnote
の解説記事が人気を博し、フォロワー数は3万人を超える。図解をベースにした「本を
読まずに参加できる読書会Booked」を主催し、大手企業や教育機関等に提供してい
る。共著に『ビジネスの仕組みがわかる 図解のつくりかた』(スマート新書)など。 

選者紹介 

沖山 誠（おきやま まこと） 

選者紹介 

近藤 哲朗（こんどう てつろう） 

株式会社そろそろ代表取締役・図解総研代表理事。千葉大学大学院工学研究科修
了後、面白法人カヤックに入社。2014年、株式会社そろそろを創業。2018年に『ビジ
ネスモデル2.0図鑑』を出版、国内外での発行部数が9万部を超える。2020年『共通
言語の発明』をコンセプトに、ビジュアルシンクタンク「図解総研」を設立し、大手企
業・研究機関・行政との図解を通じた共同研究を行う。共著に『会計の地図』など。 
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1987年東京都生まれ。筑波大学を卒業し、東京大学大学院で博士号を取得（学際情報学府初
の早期修了者）。2021年7月現在、筑波大学准教授／デジタルネイチャー開発研究センター・
センター長。ベンチャー企業や一般社団法人の代表を務めるほか、政府有識者会議の委員等
も歴任。メディアアーティストとして個展も多数開催し、研究から芸術に至るさまざまな分野に
おいて国内外で受賞多数。日本テレビ系「news zero」をはじめ、メディアでの発信も行う。 

選者紹介 

落合 陽一（おちあい よういち） 
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歴史家・作家。1958年10月、大阪市内に生まれる。1981年3月、奈良大学文学部史
学科を卒業後、奈良大学文学部研究員を経て、現在は大学・企業の講師を務めなが
ら、歴史家・作家として著作活動をおこなっている。雑誌『歴史研究』編集委員。この
ほか、テレビ・ラジオの番組監修・出演などの依頼も少なくない。2021年10月9日よ
り、出演番組『偉人・素顔の履歴書』（BS11・毎週土曜20時）がレギュラー放送予定。   

選者紹介 

加来 耕三（かく こうぞう） 
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1968年、宮城県生まれ。東京工業大学理学院数学系教授。97年、京都大学大学院理学
研究科数学数理解析専攻博士後期課程修了。九州大学大学院助手、京都大学大学院
准教授などを経て、2016年より現職。著書に『宇宙と宇宙をつなぐ数学』
（KADOKAWA）、『ガロア 天才数学者の生涯』（角川ソフィア文庫）、『物語 数学の歴史 
正しさへの挑戦』(中公新書)『数学の想像力 正しさの深層に何があるのか』(筑摩選書)な
ど多数。  

選者紹介 

加藤 文元（かとう ふみはる） 
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1955年東京生まれ。筑波大学附属駒場中学・高等学校卒業。東京大学理学部地学科卒業。通産省主
任研究官、京都大学大学院人間・環境学研究科教授を経て、現在京都大学レジリエンス実践ユニット
特任教授・同名誉教授。専門は火山学、地球科学、科学教育。「京大人気No.1教授」の「科学の伝道
師」。著書は『100年無敵の勉強法』（ちくまQブックス）、『新版 一生モノの勉強法』『座右の古典』（共に
ちくま文庫）、『地震はなぜ起きる？』(岩波ジュニアスタートブックス)、『首都直下地震と南海トラフ』
(MdN新書)、『富士山噴火と南海トラフ』(ブルーバックス)、『理科系の読書術』(中公新書)、『世界がわか
る理系の名著』(文春新書)、『理学博士の本棚』(角川新書)など。 

選者紹介 

鎌田 浩毅（かまた ひろき） 
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1949年生まれ。名古屋外国語大学学長。東京外国語大学名誉教授。日本藝術院会員。ドストエフス
キー関連の研究のほか、ソ連・スターリン体制下の政治と芸術の関係をめぐる多くの著作がある。著
書に『新カラマーゾフの兄弟』『謎とき「悪霊」』『磔のロシア』『熱狂とユーフォリア』『ドストエフスキー父
親殺しの文学』『「悪霊」神になりたかった男』『大審問官スターリン』『ドストエフスキー 共苦する力』
『ドストエフスキー 黒い言葉』『ショスタコーヴィチ 引き裂かれた栄光』ほか多数。訳書に『カラマー
ゾフの兄弟』『罪と罰』『悪霊』『白痴』『賭博者』『地下室の記録』（以上、ドストエフスキー）ほか。 

選者紹介 

亀山 郁夫（かめやま いくお） 
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上智大学文学部英文学科卒。洋酒メーカー宣伝部勤務を経て翻訳家に。主な訳書にルシア・ベルリ
ン『掃除婦のための手引き書』、ミランダ・ジュライ『最初の悪い男』、リディア・デイヴィス『話の終わ
り』、ショーン・タン『内なる町から来た話』、ジョージ・ソーンダーズ『短くて恐ろしいフィルの時代』、ニ
コルソン・ベイカー『中二階』、ジャネット・ウィンターソン『灯台守の話』。編訳書に『変愛小説集』『居心
地の悪い部屋』『コドモノセカイ』『楽しい夜』など。著書に『気になる部分』『ねにもつタイプ』『ひみつの
しつもん』『死ぬまでに行きたい海』などがある。『ねにもつタイプ』で第23回講談社エッセイ賞を受賞。 

選者紹介 

岸本 佐知子 （きしもと さちこ） 
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1964年東京都生まれ。1992年一橋大学大学院商学研究科博士課程修了。一橋大学
商学部助教授・同イノベーション研究センター助教授などを経て、2010年より一橋ビジ
ネススクール教授。専攻は競争戦略とイノベーション。著書に、25万部を超えるベスト
セラーになった『ストーリーとしての競争戦略』の他、『「好き嫌い」と経営』『「好き嫌い」
と才能』『経営センスの論理』『好きなようにしてください』『戦略読書日記』などがある。  

選者紹介 

楠木 建 （くすのき けん） 
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1956年岡山県備前市生まれ。同志社大学卒業後、さまざまな職業を経てフリーライ
ターに。1992年渡米後に『海燕』新人文学賞を受賞し小説家デビュー。『欲しいのは、あ
なただけ』で島清恋愛文学賞を受賞。『エンキョリレンアイ』のヒットを受けて、恋愛小説
を多数執筆。その後『アップルソング』『星ちりばめたる旗』『炎の来歴』など、壮大な歴史
長編を発表。近年は児童文学作家としても活躍中。ニューヨーク州ウッドストック在住。 

選者紹介 

小手鞠 るい （こでまり るい） 
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文筆家。1973年生まれ。慶應義塾大学卒業、イェール大学大学院修士課程修了。1996
年に渡米し、1998年よりニューヨーク在住。出版社、通信社などでの勤務を経て2003年
に独立。カルチャー、ファッションから政治、社会問題まで幅広いジャンルで執筆。著書
は他に『真面目にマリファナの話をしよう』(文藝春秋)、『My Little New York Times』
(NUMABOOKS)、『ピンヒールははかない』(幻冬舎)、『ヒップな生活革命』(朝日出版社)
など。 

選者紹介 

佐久間 裕美子 （さくま ゆみこ） 
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美術教師／アーティスト 

東京都出身。武蔵野美術大学造形学部卒業、東京学芸大学大学院教育学研究科（美術教育）修了。浦和大学こども学部講
師、東京学芸大学個人研究員。 

自らもアーティスト活動を行うとともに、子ども向けのアートワークショップや教育機関での出張授業、大人に向けたアート思考
のセミナーなども行っている。 

著書に『「自分だけの答え」が見つかる 13歳からのアート思考』。 

選者紹介 

末永 幸歩 （すえなが ゆきほ） 
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京都生まれの東京育ち、米国ワシントンが第三の故郷。東京大学理学系大学院物
理学専攻博士課程修了。専攻は量子力学、数理物理学。ジョージア大、メリランド
大、法政大等を経て、現在高知工科大学理論物理学教授。著書に『エキゾチック
な量子』（東京大学出版会）、『銀河の片隅で科学夜話』（朝日出版社）などがある。
現在、ウェブサイト「あさひてらす」にて『続・銀河の片隅で科学夜話』連載中。 

選者紹介 

全 卓樹 （ぜｎ たくじゅ） 
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1987年、愛媛県生まれ。東京大学工学部、同大学院工学系研究科卒。現代ショートショートの旗手として執
筆活動に加え、坊っちゃん文学賞などにおいて審査員長を務める。また、全国各地で創作講座を開催する
など幅広く活動している。ショートショートの書き方講座の内容は、2020年度から小学４年生の国語教科書
（教育出版）に採用。2021年度からは中学１年生の国語教科書（教育出版）に小説作品が掲載。著書に『海
色の壜』『おとぎカンパニー』など多数。メディア出演に情熱大陸、SWITCHインタビュー達人達など多数。 

田丸雅智 公式サイト：https://t.co/OTda9gekGV 

選者紹介 

田丸 雅智 （たまる まさとも） 
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1976年大阪府生まれ。灘高校、東京大学経済学部卒業後、日系メーカーで経理、営業、マーケ
ティング、経営企画と多様な部門を経験。イギリス留学後にGAFAのうちの1社に転職し事業企画
部長を務める。 

2020年より執筆を開始。会社員として働くかたわら、作家として活動中。著作に『40歳でGAFAの
部長に転職した僕が20代で学んだ思考法』、『自分の強みを引き出す４分割ノート術』、『4時間の
エクセル仕事は20秒で終わる』がある。 

選者紹介 

寺澤 伸洋 （てらさわ のぶひろ） 
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ブログ「読書猿 Classic: between/beyond readers」主宰。自分自身の苦手克服と学びの
共有を兼ねて、1997年からインターネットでの発信（メルマガ）を開始。2008年にブログ
「読書猿Classic」を開設。ギリシア時代の古典から最新の論文、個人のTwitterの投稿ま
で、先人たちが残してきたありとあらゆる知を「独学者の道具箱」「語学の道具箱」「探しも
のの道具箱」などカテゴリごとにまとめ、独自の視点で紹介し、人気を博す。現在も昼間は
いち組織人として働きながら、朝夕の通勤時間と土日を利用して独学に励んでいる。 

選者紹介 

読書猿 （どくしょざる） 
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1981年生まれ。博士（学際情報学）。NTT InterCommunication Center[ICC]研究員、株式会社ディ
ヴィデュアル共同創業者を経て、現在は早稲田大学文化構想学部准教授。テクノロジーと人間、そし
て自然存在の関係性を研究している。主な著書に『フリーカルチャーをつくるためのガイドブック』、
『未来をつくる言葉』（第3回八重洲本大賞受賞）、最新刊に『コモンズとしての日本文学』など多数。 

選者紹介 

ドミニク・チェン 
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一九六九年、静岡県浜松市生まれ。第８回『このミステリーがすごい！』
大賞で最終選考に残った『死亡フラグが立ちました！』で二〇一〇年にデ
ビュー。『ドＳ刑事』シリーズや『山手線探偵』シリーズ、『バリ３探偵圏内
ちゃん』シリーズなど著書多数。 

選者紹介 

七尾 与史 （ななお よし） 
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一橋大学ビジネススクール客員教授。東京大学法学部、ハーバード・ビジネス・スクー
ル卒。三菱商事を経て、マッキンゼーで約20年間勤務。2010年より現職。デンソー、
ファーストリテイリング、味の素、 SOMPOホールディングスなどの社外取締役、ボスト
ン・コンサルティング・グループ、アクセンチュア、インターブランドなどのシニアアドバ
イザーを歴任。2014年より「CSVフォーラム」を主催。近著に『稲盛と永守』など。 

選者紹介 

名和 高司 （なわ たかし） 
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現役東大生 

1996年生まれ。偏差値35から東大を目指すも、現役・一浪と、2年連続で不合格。崖っぷちの状況で開発した
「思考法」「読書術」「作文術」で偏差値70、東大模試で全国4位になり、東大合格を果たす。 

そのノウハウを全国の学生や学校の教師たちに伝えるため、2020年に株式会社カルペ・ディエムを設立。全国
6つの高校で高校生に思考法・勉強法を教えているほか、教師には指導法のコンサルティングを行っている。 

選者紹介 

西岡 壱成 （にしおか いっせい） 

八重洲ブックセンター創業祭2021  43人の著者による「未来へつなげたい本」 

1990年茨城県生まれ。日本大学芸術学部文芸学科卒。2015年に『屋上のウイン
ドノーツ』で第22回松本清張賞を、『ヒトリコ』で第16回小学館文庫小説賞を受賞し
デビュー。2016年に『タスキメシ』が第62回青少年読書感想文全国コンクール高等
学校部門課題図書に。既刊に『さよならクリームソーダ』『拝啓、本が売れません』
『風に恋う』『競歩王』『できない男』『沖晴くんの涙を殺して』『転職の魔王様』など。 

選者紹介 

額賀 澪 （ぬかが みお） 
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千葉県生まれ。二〇〇六年『サッカーボーイズ再会のグラウンド』でデ
ビュー。『サッカーボーイズ・シリーズ』のほかに、『帰宅部ボーイズ』『最
近、空を見上げていない』『銀座の紙ひこうき』『やがて訪れる春のため
に』など多くのの著書がある。 

選者紹介 

はらだ みずき 
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SF思考 編著者 シンクタンク勤務。 

東京大学大学院新領域創成科学研究科修士課程修了。ESADEビジネススクール（バルセロ
ナ）MBA修了。技術・マクロトレンドと人・社会の変容を織り交ぜた、未来社会像創出を多数実
施。ブレインテックなど先端技術の新規事業から、ペットビジネス、シニアビジネスのコンサル
ティングもユーザーを強く意識し展開。株式会社ワイズポケットの創業メンバーでもある。 

選者紹介 

藤本 敦也 （ふじもと あつや） 
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ビジネスコンサルタント・著述家株式会社東芝を経て、アーンスト&ヤング、
キャップジェミニ等の米仏日系コンサルティング会社にて業務改革等のコンサル
ティングに従事。近年は問題解決や思考力に関する講演やセミナーを企業や各
種団体、大学等に対して国内外で実施。著書に『地頭力を鍛える 問題解決に活
かす「フェルミ推定」』（東洋経済新報社）『具体と抽象』（dZERO）などがある。  

選者紹介 

細谷 功 （ほそや いさお） 
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1964年大阪生れ、福井で育つ。東京大学 理学部物理学科卒業後、ボストン コンサルティング グルー
プ（BCG）、アクセンチュアで19年半、経営コンサルタントとして働く。92年 INSEAD MBA修了。2003年か
ら06年 アクセンチュア 戦略グループ統括。2006年からは子ども・親・教員向けの教育活動に注力。現
在は大学教授、著述家、講義･講演者として全国をとびまわる。K.I.T.（金沢工業大学）虎ノ門大学院 教
授の他、早稲田大学ビジネススクール・女子栄養大学 客員教授。放課後NPO アフタースクール・NPO
法人 3keys 理事を務める。『経営戦略全史』（2013）はビジネス書2冠を獲得。永平寺ふるさと大使。3
人娘の父。 

選者紹介 

三谷 宏治 （みたに こうじ） 
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1989年生まれ、博士(理学、東京大学)。 

科学文化作家、応用文学者。 

筑波大学システム情報系研究員、株式会社ゼロアイデア代表取締役、変人類学研究所スーパーバイザー。 

近刊編著に『SF思考』『SFプロトタイピング』『プレイヤーはどこへ行くのか』。ほかAI学会誌、VR学会誌での連載、
『ユリイカ』『現代思想』『実験医学』への寄稿など、様々な分野で執筆。 

選者紹介 

宮本 道人 （みやもと どうじん） 
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1965年 東京都生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。作家として『孫子』
『論語』『韓非子』『老子』『荘子』などの中国古典や、渋沢栄一などの近代
の実業家についての著作を刊行するかたわら、グロービス経営大学院ア
ルムナイスクールにおいて教鞭をとる。 2018年4～9月トロント大学倫理
研究センター客員研究員。 

選者紹介 

守屋 淳 （もりや あつし） 
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1986年東京生まれ。駒澤大学文学部歴史学科卒。2012年、第18回歴史群
像大賞優秀賞受賞、13年、『洛中洛外画狂伝』（学研）でデビュー。14年『蔦
屋』（学研）が話題になる。18年『おもちゃ絵芳藤』（文藝春秋）で第7回歴史
時代作家クラブ賞作品賞受賞。20年『廉太郎ノオト』（中央公論新社）が第66
回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書（高等学校の部）に選出。 

選者紹介 

谷津 矢車 （やつ やぐるま） 
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1977年生まれ。芸人・マンガ家。97年に「カラテカ」を結成。芸人としてだけでなく俳
優としても活躍している。デビュー作『大家さんと僕』で第22回手塚治虫文化賞短編
賞を受賞。絵本・紙芝居作家の実の父をモデルにした最新刊『ぼくのお父さん』は１０
万部超のヒットとなっている。その他の著書に『大家さんと僕 これから』『「大家さん
と僕」と僕』（共著）、挿絵を担当した『星の王子さま』などがある 。 

選者紹介 

矢部 太郎（やべ たろう） 
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作家 

１９６２年東京都生まれ。小説を執筆するかたわら、クラフト・エヴィング商會名義による著作とデザイ
ンの仕事を行っている。 

著書に 『つむじ風食堂の夜』 『それからはスープのことばかり考えて暮らした』 『おやすみ、東京』 
『流星シネマ』 『チョコレート・ガール探偵譚』 『月とコーヒー』 『ぐっど・いゔにんぐ』などがある。 

選者紹介 

吉田 篤弘（よしだ あつひろ） 

八重洲ブックセンター創業祭2021  43人の著者による「未来へつなげたい本」 

選者紹介 

原 ゆたか（はら ゆたか） 

選者紹介 

原 京子（はら きょうこ） 

原ゆたか 

児童書作家。熊本県生まれ。代表作の「かいけつゾロリ」シリーズは既刊69巻をかぞえ、来年で35
周年を迎える大人気シリーズ。 

原京子 

児童書作家。東京都生まれ。主な作品に『もりのゆうびんポスト』『ねえ、おはなしきかせて』『はる
にあえたよ』など。 

共著の「イシシとノシシのスッポコペッポコへんてこ話」シリーズ、「にんじゃざむらいガムチョコバ
ナナ」シリーズなど夫婦ならではの息のあった作品も必見。 


